
● 問合先　学校教育課学校教育係 ( ☎ 23-3185)
令和４年度４月実施　全国学力・学習状況調査の結果

１ 学力調査（正答率）　　

    小学校（第６学年）

国　語 算　数 理　科
全　国 65.6％ 63.2％ 63.3％

県 64.0％ 62.0％ 62.0％
市 65.0％ 62.0％ 60.0％

  中学校（第３学年）

● 良好だった項目
　国　語：言語の特徴や使い方に関する事項、書くこと
　算　数：数と計算、データの活用、思考・判断・表現
　理　科：地球を柱とする領域（天気など）
● 課題がある項目
　国　語：話すこと聞くこと、読むこと
　算　数：変化と関係
　理　科： 粒子を柱とする領域（水溶液など）、生命を柱

とする領域（生物など）

２ 質問紙（生活・意識）調査　　

■全国・県との比較で良好だった項目
▷今住んでいる地域の行事に参加していますか

■全国・県との比較で良好だった項目
▷自分には、よいところがあると思いますか

  小学校（第６学年）   中学校（第３学年）

　小学校６年生と中学校３年生を対象に、国語、算数・数学、理科の学力調査と学習意欲や生活のことなどを調査する、
全国学力・学習状況調査がありました。
　調査結果については各学校で分析し、課題を明らかにして具体的な対策を考え、授業の改善や家庭学習をはじめ
とする基本的な生活習慣の定着につなげます。

● 良好だった項目
　国　語：話すこと聞くこと
　数　学：資料の活用
　理　科：地球を柱とする領域（天気など）
● 課題がある項目
　国　語：書くこと、読むこと、伝統的な言語文化と国語
　　　　　の特質に関する事項
　数　学：数と式、図形、関数
　理　科：エネルギーを柱とする領域（電気など）

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 79.3％ 13.5％ 7.2％

県 78.7％ 15.2％ 6.0％
市 80.4％ 12.9％ 6.5％

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 40.0％ 26.9％ 33.1％

県 46.9％ 24.7％ 28.4％
市 48.9％ 26.6％ 24.6％

■全国・県との比較で課題がある項目
▷将来の夢や目標を持つことができている

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 79.8％ 10.3％ 9.9％

県 80.4％ 10.1％ 9.6％
市 78.8％ 11.3％ 9.9％

■全国・県との比較で課題がある項目
▷将来の夢や目標を持つことができている

あてはまる【★】あまりあてはまらない あてはまらない
全　国 67.3％ 19.1％ 13.4％

県 66.6％ 20.6％ 12.7％
市 60.8％ 25.4％ 13.4％

▷家庭学習（塾などを含む）での勉強時間【平日】

２時間以上 １〜２時間 １時間未満
全　国 25.1％ 34.3％ 40.5％

県 20.6％ 34.3％ 45.1％
市 16.4％ 31.9％ 51.7％

▷家庭学習（塾などを含む）での勉強時間【平日】

　学校・家庭・地域の役割
　伊万里で育つ子どもたちが、郷土を愛し、自分にはよいところがあるということや自身が価値ある存在である
ということを意識していることがわかります。

■ 学　校
　 児童生徒が主体的に学習に取り組むための方策を全職員で議論し、研修を行い、授業を改善していきます。
■ 家　庭
　 親子で、将来の夢やその実現について話す機会を持つことが大切です。このような機会を持つことで、自己実

現のためのビジョンを持ち、家庭学習をはじめ、計画的に物事に取り組むことができるようになります。
■ 学校と地域との連携
　 コミュニティ・スクールなどで、これまで以上にさまざまな人との交流を深めることで、自分が人の役に立っ

ている、貢献しているという自己有用感を高めることができます。このことは、将来の夢の実現に向けて、力
強く歩むための大きなエネルギーになります。

【★】・・・『あてはまる』は、『あてはまる』と『どちらかといえばあてはまる』をあわせた数値

※無回答などにより、割合の計が 100％にならないものがあります。

国　語 数　学 理　科
全　国 69.0％ 51.4％ 49.3％

県 68.0％ 47.0％ 48.0％
市 67.0％ 43.0％ 46.0％

２時間以上 １〜２時間 １時間未満
全　国 35.2％ 34.3％ 30.4％

県 23.7％ 36.4％ 39.8％
市 19.4％ 42.0％ 38.3％
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郷

土

の

文

化

財

青
磁
色
絵
紅
葉
文
皿
（
鍋
島
焼
）

　
伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
名
宝
⑥

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
歴
史
民
俗
資
料
館（
☎
22
‐
７
１
０
７
）

か
ら
く
れ
な
い
に
水
く
く
る
と

は
」
と
い
う
和
歌
で
有
名
な
奈

良
県
の
竜
田
川
の
紅
葉
を
連
想

さ
せ
、
深
ま
る
秋
の
情
緒
が
、

古
来
、
日
本
人
に
『
も
の
の
あ

わ
れ
』
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
徳
川
将
軍
家
の
お
気
に
召
す

献
上
品
と
な
る
よ
う
、
和
風
の

美
意
識
の
粋
を
集
め
て
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
、
鍋
島
焼
の
真
骨
頂

と
い
え
る
作
品
で
す
。

● 

伊
万
里
・
鍋
島
ギ
ャ
ラ
リ
ー

※
入
館
料
は
無
料
で
す
。

（
☎
22
‐
２
２
６
７
）

　
今
月
は
、
青せ

い

磁じ

色い
ろ

絵え

紅も
み

葉じ

文も
ん

皿ざ
ら

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
作
品

は
、
１
７
１
０
〜
１
７
４
０
年

代
に
作
ら
れ
た
鍋
島
焼
で
す
。

　
淡
い
青
緑
色
に
発
色
し
た
青

磁
に
、
赤
・
黄
・
緑
・
金
色
の

上う
わ

絵
の
具
で
、
も
み
じ
葉
を
描

い
て
焼
き
つ
け
た
青
磁
色
絵
の

皿
で
す
。
優
れ
た
鍋
島
焼
が
多

い
盛せ

い

期き

鍋な
べ

島し
ま

の
色
絵
は
、
赤
、
黄
、

緑
の
三
色
を
使
う
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
こ
の
作
品
で
は
珍
し

く
、
金
色
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
青
磁
に
緑
の
も
み
じ

葉
を
映
え
さ
せ
る
工
夫
で
す
。

　
作
品
の
図
柄
は
、
青
磁
釉ゆ

う

で

覆
わ
れ
た
器
面
を
水
面
に
な
ぞ

ら
え
、
散
っ
た
も
み
じ
葉
が
漂
っ

て
い
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
水
に
も
み
じ
葉
を
散
ら
し
た

模
様
を
『
竜た

つ

田た

川が
わ

文も
ん

』
と
い
い

ま
す
。『
百
人
一
首
』
の
「
千ち

早は
や

ぶ
る
神か

み

代よ

も
き
か
ず
竜
田
川

↑
青
磁
色
絵
紅
葉
文
皿

男
女
と
も
仕
事
と
育
児
が
両
立
で
き
る
た
め
に

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
23
‐
２
１
１
５
）

　
今
年
の
３
月
、
市
内
事
業
所
に

勤
め
る
男
性
は
、
第
２
子
誕
生
を

前
に
「
今
回
は
、
育
児
休
業
を
取
っ

て
み
よ
う
」
と
張
り
切
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
し
か
し
、
職
場
に
前
例

が
な
い
、
休
業
中
の
賃
金
保
証
が

な
い
、
同
僚
に
迷
惑
が
か
か
る
な

ど
か
ら
、
上
司
に
相
談
せ
ず
育
児

休
業
の
申
請
を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
確
か
に
、
法
律
で
は
認
め
ら
れ

て
い
て
も
、
取
得
で
き
る
環
境
が

整
っ
て
い
る
職
場
は
、
少
な
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
伊
万
里
市
役
所
の
男
性

職
員
の
育
児
休
業
取
得
は
、
令
和

３
年
度
で
１
人
。
４
月
か
ら
、
管

理
職
と
対
象
者
と
の
面
談
に
よ
る

育
児
休
業
な
ど
に
関
す
る
『
子
育

て
プ
ラ
ン
』
を
作
成
し
、
子
育
て

支
援
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
民
間
と
比
べ
る
と
、
取

得
環
境
が
整
っ
て
い
る
官
公
庁

は
、
積
極
的
に
取
得
を
進
め
、
民

間
事
業
所
へ
と
広
め
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
育
児
休
業
を
取
り
に
く

か
っ
た
女
性
や
先
の
市
内
事
業
所

の
男
性
た
ち
の
思
い
を
後
押
し
す

る
『
育
児
・
介
護
休
業
法
』
が
、

４
月
か
ら
改
正
・
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
中
小
企

業
で
も
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す

い
雇
用
環
境
の
整
備
、
出
産
（
本

人
・
配
偶
者
）
の
報
告
を
し
た
労

働
者
に
対
す
る
個
別
の
周
知
や
意

向
確
認
が
義
務
化
さ
れ
、
取
得
要

件
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
『
産
後
パ
パ
育
休
（
出

産
時
育
児
休
業
）』
が
創
設
さ
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
出
産
予
定
（
配
偶

者
も
）
の
人
は
、
勇
気
を
出
し
て

上
司
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

休
業
中
の
賃
金
保
証
は
事
業
所
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
育
児
休

業
給
付
金
を
受
給
で
き
ま
す
の

で
、
必
ず
事
業
所
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
男
女
が
協
働
し
て
、
家
庭
生
活

に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
を
調

和
さ
せ
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

す
。
そ
の
一
歩
と
し
て
ま
ず
は
家

庭
内
で
、
個
々
の
状
況
に
あ
っ
た

家
事
シ
ェ
ア
を
行
い
、
男
女
協
働

参
画
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【�

伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇
話

会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
】

教育と文化

↑ 展示された書を見ながら、字体や全体のバランスに
ついて話す市民

　
第
43
回
市
美
術
展
が
市
民
図
書

館
で
あ
り
、
８
月
23
日
〜
28
日
に

『
書
』、
９
月
６
日
〜
11
日
に
『
写

真
・
工
芸
』、
９
月
13
日
〜
18
日
に

『
絵
画
』
の
３
期
に
分
け
て
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
創
作

意
欲
に
あ
ふ
れ
る
作
品
を
公
募
、

展
示
し
、
市
民
に
鑑
賞
の
機
会
を

提
供
す
る
こ
と
で
、
文
化
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
訪
れ
た
市
民
は
、「
各
作
品
と
も

表
現
の
違
い
な
ど
で
、
作
者
そ
れ

ぞ
れ
の
生
き
ざ
ま
が
出
て
い
る
よ

う
だ
。
見
応
え
の
あ
る
作
品
ば
か

り
」
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第
43
回
市
美
術
展
を

開
催
し
ま
し
た
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